
3 善光寺平の埴輪

森将 軍塚古墳や、 土 口 将軍塚古墳等の発掘調査に よ っ て 、 埴輪の様相 も 次第に 明 ら か と な っ て き た 。

今後 こ う し た 調査成果 に 基づき 、 古墳の年代や変遷 に つ い て 検討 を 行 う た め に 、 こ こ で土 口 将軍塚古

墳 を 取 り ま く善光寺平南部地域の円筒埴輪 を 中 心 に 改め て 整理 を 行 っ た 。 ま た 、 川 西宏幸氏が行 っ た
( 1 ) 

円筒埴輪の編年 に 基づき編年 を 試み た 。

1 、 森将軍塚古墳 更埴市大字森 前方後円墳 （全長約lOOm)
(2) (3) 

昭和40 · 42 · 43年の調査以後、 昭和56年か ら 古墳の保存整備事業に よ っ て 全面発掘調査が実施 さ れ

て い る 。 埴輪は 、 樹立原位置 を 保つ 出 土例は 少 な い が総重量3, 000kg に も お よ ぶ埴輪片 が出 土 し て い る

ほ か に 、 古墳を 取 り ま く 12墓の埴輪棺か ら も 出 土 し て い る 。 器種 に は 、 円筒 ・ 壺形 • 朝顔形埴輪 を は

じ め、 特殊器台形埴輪の流れ を 汲む も の、 家形あ る い は 囲形埴輪 と 考 え ら れ る 方形 を 呈す る 形象埴輪

があ る が、 復元 さ れ て い な いので詳細 は 未だ不明 で あ る 。

円筒埴輪の特徴 ①外面 2 次調整 は 、 タ テ ・ ナ ナ メ ハ ケ 調整力渭i さ れて い る 。 ②透孔 は 、 三角形の

も の が千鳥に 多数穿 た れ て い る 。 巴形の も のが極一部 あ る ほ か に 、 全 〈 透孔の穿た れ な い も の も あ る 。
(4)  

③凸帯 は 、 突出度が強 く その製作 に あ た っ て は 『善光寺平型埴輪』 と 提唱 さ れて い る 擬 口 縁状 に 造 り

だ さ れ る も のがあ る 。 条 数 は 、 3 条 が基本で あ る 。 ④黒斑があ る 。 ⑤個体毎に形状が異 な り 、 口 径40

cm、 器高80cm と 大型 で あ る 。

こ う し た 特徴か ら 川西編年 I 期 に 相 当 す る も の と 考 え ら れ る 。

2 、 川 柳将軍塚古墳 長野市篠 ノ 井 前方後円墳 （全長93m )
(5) 

昭和 4 年 に 刊行 さ れ た 『 川 柳将軍塚の研究』 に お い て 「此の埴輪 に は 厚薄二種の作 を 見 る 。 」 と 紹介
(6) 

さ れて い る の み で あ る 。 表採資料 に 少量の円筒埴輪片 があ る のみ で、 詳 細 は 不 明 で あ る 。

表採 さ れた 円筒埴輪の特徴 ①外面 2 次調整 は 、 タ テ ・ ナ ナ メ ハ ケ 調整が施 さ れ て い る 。 ②凸帯 は 、

断面台 形の貼 り 付 け 凸帯 で あ る 。 ③黒斑があ る 。 ④器厚 は 、 0 . 8cm と 薄手 で あ る 。

埴輪棺の特徴 ①外面 2 次調査 は 、 タ テ ・ ナ ナ メ ハ ケ調整が施 さ れ て い る 。 ②透孔は 、 大き な三角

形の も のが 2 孔穿た れて い る 。 ③凸帯 は 、 突 出 度が強 く 擬 口 縁状 に 造 り だ さ れ た も の と 考 え ら れ る 。

条数は 2 条 であ る 。 ④黒斑かあ る 。 ⑤形状が楕円形 を 呈 し て お り 、 口 径38 X 48crn 、 器高80cm と 大 型 で

あ る 。

こ う し た特徴か ら 、 川 柳将軍塚古墳前方部付近 で発 見 さ れた埴輪棺は 、 川西編年 II 期 に 相 当 す る も

の と 考 え ら れ る 。 本埴輪棺が、 川 柳将軍塚古墳の陪塚 と 考 え る と す れば、 川 柳将軍塚古墳の円筒埴輪

は 、 本埴輪棺 よ り 古 〈 I - II 期相 当 と す る のが妥当 と 考 え ら れ る 。

3 、 倉科将軍塚古墳 更埴市大字倉科 前方後円墳 （全長73m)

昭和59年更埴市史編纂事業の一環 と し て 、 前方部南側 く びれ部付近の部分 的 な発掘調査が行わ れ た 。

出 土 し た埴綸 片 は 、 器面が荒 れ た 小破片のみ で詳細 は 知 り 得 な い 。 か つ て 、 水 鳥 ・ 人物等の形象埴輪
(7) 

が出 土 し た と の こ と で あ る 。 調査で も 扁 平 な板状の埴輪片が出 土 し て お り 、 形象埴輪の存在 を 知 る 。

円筒埴輪の特徴 ①外面 2 次調整 は 、 タ テ ハ ケの ほ か に B 種 ヨ コ ハ ケ が施 さ れて い る 。 ②透孔 は 、

方形 と 円形があ る 。 ③凸帯 は 、 断面 台形な い し 三角 形 を 呈 し た 貼 り 付 け 凸帯で あ る 。 ④黒斑があ る 。

B 種 ヨ コ ハ ケ があ る こ と か ら 、 川 西編年 III期 に 相 当 す る も の と 考 え ら れ る 。
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4 、 森 2 号墳 更埴市大字森 円墳 （径20m)
(8) 

昭和43年の ト レン チ調査後、 昭和61年 に 再ぴ全面発掘調査が実施 さ れ、 古墳の全容が明 ら か に さ れ

た 。 埴輪は 、 墳頂及び、 裾部 では 0 . 8 - 2 . 3m 間 隔 に 円筒 • 朝顔形埴輪が樹立 さ れ て い た が、 形象埴輪

は な い 。

円筒埴輪の特徴 ①外面 2 次調整は 、 一部の も の に タ テ ハ ケ 調整があ る も のの、 タ テ ハ ケ 1 次調整

のみの も のが 多 い 。 ②透孔 は 、 方形の も のが 多 く 、 わ ず か に 三角 形の も のがあ る 。 ③凸帯は 、 断面台

形及 ぴ凸帯側面 を 丸 く し た も のがあ り 、 全 て 貼 り 付 け 凸帯 で あ る 。 条数は 2 条 で あ る 。 ④黒斑があ る 。

⑤個体毎に形状が異 な り 、 口 径23 -32cm、 器高45cm - 58cm と 大き さ に も ば ら つきがあ る 。
(9) 

調査者の岡林孝作氏 も 説 く よ う に 古 い 様相 で は あ る が、 2 次調整の省略がみ ら れ る こ と 、 T K73 - T

K216型 式併行の須恵器が出 土 し て い る こ と な ど か ら 、 川西編年 III期 に 相 当 す る も の と す る のが妥 当 と

考 え ら れ る 。

5 、 越将軍塚古墳 長野市篠 ノ 井 円墳 （径33m)
(IO) 

昭和53年 に 行わ れ た 発掘調査に よ っ て 、 埴輪片 が墳丘及び周 浬 内 よ り 出 土 し て い る 。 し か し 、 その

出 土 量 は 、 部分的 な トレンチ調整で は あ っ た が少 な い も ので、 器種等 も 詳細 は 不明 で あ る 。

円筒埴輪の特徴 ①外面 2 次調整 は 、 タ テハ ケ調整が施 さ れ る も のがあ る が、 ナ デ調整な い し 省略

さ れて い る 。 ②透孔は 、 方形の も のがあ る 。 ③凸帯 は 、 上側に 大き く 突出 す る 貼 り 付 け 凸帯があ る 。

④黒斑があ る 。

タ テ ハ ケ 1 次調整のみの も のがあ る こ と 、 方形の透孔があ る こ と な ど は 森 2 号墳例 に 類似 し て お り 、

同 様 に 川西編年III期に 相 当 す る も の と 考 え ら れ る 。

6 、 長礼山 2 号墳 長野市松代 円墳 （径16 . 6m)
(II) 

昭和49年 に 発掘調査が行わ れ、 円筒 • 朝顔埴輪 と 共 に 家形・楯形埴輪が出 土 し て い る 。 ま た 、 人物 ・

水 鳥 ・ 動物 を 形 ど っ た 土偶状の土製品 も 出 土 し て い る 。

円筒埴輪の特徴 ①外面 2 次調査 は 、 タ テハ ケ · B 種 ヨ コ ハ ケ か施 さ れ て い る 。 ②透孔 は 、 方形 と

円形があ る 。 破片の中 に は 、 凸帯 を は さ ん で両 者の透孔 を も つ も のがあ る 。 ③凸帯 は 、 断面M字形の

も の と 台 形 を 呈す る も のがあ る 。 ④黒斑があ る 。 ⑤ 口 径15 . 6 -44cm、 底径19 . 4 - 37 . Scm を 測 り 大小 2

種類の円筒埴輪の存在が考 え ら れ る 。

こ う し た 特徴か ら 、 川 西編年III期 に 相 当 す る も の と 考 え ら れ る 。

7 、 四 ツ屋遺跡 長野市松代 祭祀遺構 （ ？ ）

昭和35 · 47年の調査に よ っ て 直径2Qmの周 溝 と 共 に埴輪列の一部が検出 さ れ て い る が、 その詳細は
02) 

不 明 な と こ ろ も 多 く 、 調査者 は 、 「古墳では な く 、 特殊 な祭祀遺構で は な い か と 考 え る に 至 っ た 。 」 と

報告 し て い る も ので あ る 。 ま た埴輪列の内側か ら 、 土師器の高坪 ・ 地 ・ 須恵器の把手付拡 ( T K216-208 

型 式併行） が出 土 し た こ と 、 さ ら に 鶏の頭部のみの形象埴輪が採集 さ れ た こ と も 報 じ て い る 。

円筒埴輪の特徴 ①外面 2 次調整 は 、 B · C 種 ヨ コ ハ ケ が施 さ れて い る 。 ま れ に A 種 ヨ コ ハ ケ と 思

わ れ る も のがあ る 。 ②透孔 は 、 円形が 多 い が、 縦長の長方形 を 呈 す る も の も あ る 。 ま た 、 三角形の も

の も あ っ た と の こ と で あ る が、 確認でき な か っ た 。 ③凸帯 は 、 断面台形状で あ る 。 ④明瞭な黒斑が認

め ら れ る が、 窪窯焼成 と も 考 え ら れ る 程焼 成 は 良 い 。 ⑤底径は 、 21 - 24cm で あ る 。

ヨ コ ハ ケ が 多用 さ れ、 C 種 ヨ コ ハ ケ がみ ら れ る こ と か ら 、 川西編年IV期 に 相 当 す る も の と 考 え ら れ

る 。
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8 、 腰村 1 号墳 長野市篠 ノ 井 前方後円墳 （全長43m )

本古墳は 、 発掘調査が行わ れて お ら ず詳細は不明 で あ る 。 昭和53年長野県史編纂事業の一環で墳丘
03) 

測量が実施 さ れ た 。 そ の折表採 さ れて い た 円筒埴輪片 に つ い て も 詳 し く 調査 さ れ た 。

円筒埴輪の特徴 ①外面調整は 、 タ テ ハ ケ 1 次調整の み で あ る 。 ②透孔 は 、 円形で あ る 。 ③凸帯 は 、

低いM字形であ る 。 ④黒斑は な い 。 ⑤底部調整は な い。

調査者は 、 こ う し た 特徴か ら 川 西編年 V 期の古相 に 相 当 す る も の と 位置づけて い る 。

以上善光寺平南部地域の円筒埴綸の特徴 を 紹介 し 、 川西編 年 に 基づき編年 を 試み て み た が、 III · IV

期相 当 と し た も の に 多 〈 の問題が残 る 結果 と な っ た 。 な お 、 本報告書で紹介 し た 土 口 将軍塚古墳の円

筒埴輪は 、 川西編年 III期 に 相 当 す る も の と 考 え ら れ る 。

III期 と し た も のの 中 で、 外面調整 に ヨ コ ハ ケ を 施 す倉科将 軍塚古墳 • 長礼山 2 号墳 と 、 タ テ ハ ケ l

次調整 を 主体 と す る 森 2 号墳 ・ 越将軍塚古 墳 と の前後関 係 は 不明 で あ る 。 前者の透孔は 円形 ・ 方形で

あ る の に 対 し 、 後者 は方形 ・ 三角形であ り よ り 後者の も のが古 く 位置づけ ら れ る の であ る が、 後者の

場合 2 次調整の省略 と す る な ら ば、 ヨ コ ハ ケ に よ る 2 次調整 を 施 す前者 を 古 〈 考 え る の が妥 当 で あ る 。

現段階 では 、 一概に こ れ ら 埴輪 に つ い て 前後関係 を 決 し がた い。 ま た 、 IV期 と し た 四 ツ 屋遺跡の も の

は 、 B · C 種 ヨ コ ハ ケ を 多用 し て お り 、 11I期 · IV期 を 通 し て外面調整の あ り 方 に 問題は 残 る 。

川西編年 に お け る III期 と IV期の大き な違 い は 、 焼成技法の変化 と さ れ黒斑の有無に よ り 分け ら れて

い る が、 善光寺平南部地域で は 腰村 1 号墳 を 除き全て に 黒斑が認め ら れ る 。 C 種 ヨ コ ハ ケ が施 さ れて

い る こ と か ら IV期 と 考 え た 四 ツ 屋遺跡は 、 黒斑の有無か ら す る と III期 に 位置づけ る のが妥 当 と 考 え ら

れ る が問題 も 残 る 。 し か し 、 こ う し た こ と か ら 善光寺平南部地域で は 、 黒斑は須恵器が導入 さ れ た 後

( 5 世紀後半） ま で も 残 っ て お り 、 川 西編年 と 大き 〈 異 な る も ので あ る 。

III期 · IV期相 当 と し た 円筒埴輪の様相 を は じ め 、 III · IV期の区分 ・ 年代等今後解明 し な け れ ば な ら

な い 課題は大きい。

（矢 島宏雄）
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